
　

自
宅
で
介
護
を
受
け
、
地
域
で
の
生
活
を

望
む
方
が
い
る
一
方
で
、「
分
か
ら
な
い
」と

回
答
し
た
方
の
よ
う
に
、
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
に
地
域
で
の
生
活
を
思
い
描
け
な

い
方
が
多
く
い
る
状
況
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
本
人
や
家
族
の
思
い

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
、

今
後
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
ど
こ

で
生
活
を
し
た
い
か
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
と
い
う
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
３
ペ
ー
ジ
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、住
み
慣
れ
た
塩
竈
で

暮
ら
す
た
め
に

④

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
2
年
３
月
末

時
点
で
33・4
%
、
3
人
に
1
人
が
高
齢
者

で
す
。
特
に
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
り

や
す
い
75
歳
以
上
の
人
が
、
市
内
の
高
齢
者

人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
約
52
％
で
、
徐
々

に
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
の
在
宅
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
高
齢
者
の
世
帯
数
は
、
令
和
2
年

３
月
末
時
点
で
4
，1
0
9
世
帯
で
す
。
こ

れ
は
、
在
宅
で
高
齢
者
が
い
る
世
帯
の
22・

8
%
を
占
め
、
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
で

す
。

　

令
和
２
年
２
月
に
市
が
行
っ
た「
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
希
望
す
る
住
ま
い
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
自
宅
を
希
望
す
る

方
が
41
％
、
施
設
な
ど
を
希
望
す
る
方
が
28

％
、
分
か
ら
な
い
と
答
え
た
方
が
30
％
で
し

た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

な
ぜ
、
必
要
な
の
か

―
 

住
民
の
３
人
に
１
人
が
高
齢
者

―
 

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

　

 

地
域
で
の
生
活
を
思
い
描
け
な
い

│ 
地
域
で
見
守
り
支
え
る
仕
組
み 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
「
い
つ
ま
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
」。「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」は
、
こ
の
よ
う
な
希
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
住
ま
い
・
介
護
予
防
・

生
活
支
援
・
医
療
・
介
護
の
各
分
野
が
、
互
い
に
切
れ
目
な
く
支
援
を
行
う
仕
組

み
で
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
各
分
野
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
家
族
や
自
分
自
身
が
、
医
療
や
介
護
、
そ
の
ほ
か
の
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

介護が必要になった場合に希望する住まい

ひとり暮らし高齢者の推移 高齢化推移（高齢者人口と高齢化）

自宅
41％

施設
28％

分からない
30％

無回答 1％

0

1

2

3

4

5

16

18

20

22

24

1

1.5

2

28

30

32

34

H26 H28 H30 R2 H26 H28 H30 R2
ひとり暮らし
高齢者世帯 ひとり暮らし率 高齢者人口 高齢化率

3,221世帯 3,530世帯 3,763世帯 4,109世帯

19.4％
20.4％

21.2％

22.8％

29.5％

31.3％

32.6％
33.4％

16,577人 17,301人 17,781人 17,985人

（千世帯） （％） （％）（万人）

（各年３月末時点）

広報しおがま2020年12月号 ❷



　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
市
な
ど
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
・

医
療
・
福
祉
に
携
わ
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
地
域
住
民
な
ど
、
地
域

全
体
で
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
く

仕
組
み
で
す
。

　
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
生
活
す
る
う
え

で
大
切
な
の
は
、
本
人
の
選
択
と
家
族
の
心

構
え
で
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
た
い
と
い
う
希
望
は
、
本
人
や
家
族
が
望

ま
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
つ
か
、
自
分
が
支
援
を
必
要
と
す
る
本

人
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
家
族
に
な
っ
た
と

き
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
た

い
と
い
う
思
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
地
域

づ
く
り
を
、
一
緒
に「
自
分
事
」と
し
て
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□問　
長
寿
社
会
課
地
域
支
援
係

　

 

☎
3
６
４

－

１
２
０
４

④

「
自
分
事
」
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

地域で高齢者を支える
「地域包括ケアシステム」の取り組み

介護予防
・サークルや老人クラブで
の活動、介護予防教室
への参加など

（具体的な取り組み）
・介護予防教室などの充実
・ダンベルサークル、脳げんき教室の活動支援
・住民主体型の通所サービスの充実

住まい
・自宅に住み続けるための工夫
・サービス付き高齢者向け住宅
などの選択

④④④地域包括支援センター
・高齢者やその家族の相談、対応など

地域のサークル活動

生活支援
・シルバー人材センターや町内会などによる生活
支援サービス

（具体的な取り組み）
・要支援認定者などへの家
事代行支援サービス「ち
ょこっとヘルプ」の実施
・生活支援サービスの担い
手づくり

ちょこっとヘルプ

介　護
・通所系、訪問系、地域密着型サービスなどの
在宅介護や、特別養護老人ホーム、介護老人
保健施設などの施
設サービス

（具体的な取り組み）
・認知症施策や
介護サービスの
充実

認知症サポーター養成講座

医　療
・かかりつけ医などの活用や在宅での医療、訪問看護
など

（具体的な取り組み）
・塩釜医師会や医療機関との連携
・在宅医療に関する研修や講演会の開催
・医療、介護の専門職対象の話し合いの場、研修会
の実施

医療介護連携の情報発信

地域のサ クル活動

支援サ ビス
（具
・

・

ちょこっとヘルプょこっとヘルプ

・自宅に住み続けるための工夫
・サービス付き高齢者向け住宅
などの選択

・通
在
保
設

（具
・認

医　療
・かかりつけ医などの活用や在宅での医療、訪問看護
など

（具体的な取り組み）
・塩釜医師会や医療機関との連携
・在宅医療に関する研修や講演会の開催
医療 介護の専門職対象の話し合いの場 研修会

医医療療療介護連携の情報発信
系、地域密着型サービスなどの
特別養護老人ホーム、介護老人
の施

組み）
や
の

知症サポーター養成講座認知症認知認知症サポ タ 養成講座知症サ認知
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